
も

　　　　　　町道大久保線開設工事進む

　　　町道大久保線開設工事は松代菅井組の施行で順調に進んでいる。

　　　この道路は・昭和50年度に約111m完成しており、本年度分約351mが完成すると（完成予定12月17日）全長462m・巾
　　q5mの立派な道になる。
（1）　この道が完成されると・峯方●田野倉方面から十日町方面にぬけるとき松代本町を通過する必要はなく、　（十日町方面から入る

　　場合も）本町通の交通が緩和されるとともに、通行止〆になった場合の迂回路としても重要な道路である。……………工事費，昭

　和50年度716万3千円・51年度2，500万円。
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昭
和
五
十
一
年
度
事
業
紹
介
（
そ
の
三
）

環
境

蚊
・
は
え
退
治
の
薬
品
に
補
助

衛

　
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
蚊

・
は
え
の
発
生
防
止
に
各
部
落
で
、
婦

人
会
や
地
域
の
方
々
か
ら
散
布
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
防
疫
薬
剤
（
乳
剤
・
油

剤
等
）
に
対
し
、
半
額
補
助
を
し
ま
す
。

　
夏
を
快
適
に
す
ご
す
た
め
に
、
大
い

に
薬
剤
を
散
布
し
て
、
蚊
・
は
え
退
治

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
・
危
険
物
の

　
　
　
　
　
　
収
集
と
し
尿
処
理

　
ご
み
は
、
年
間
約
五
七
五
ト
ン
（
収

集
車
に
約
三
百
台
）
を
処
理
し
て
い
ま

す
。
危
険
物
は
年
間
約
五
六
〇
ト
ン
を

処
理
し
て
い
ま
す
。
し
尿
は
年
間
約
一
、

〇
三
八
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
五
七
八
台
）

を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
物
や
し
尿
の

処
理
に
は
、
国
も
県
も
補
助
金
を
出
さ

な
い
の
で
町
の
自
己
財
源
で
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
が
、
年
間
約
一
、
二
〇
〇
万

円
が
つ
ぎ
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
し
た
家
な
ら
二
軒
建
ち
ま
す

し
、
か
な
り
豪
華
な
家
で
も
充
分
に
一

軒
建
つ
お
金
で
す
。

水
道
　
関
　
係

　
昭
和
四
十
八
年
か
ら
工
事
を
す
＼
め

て
来
た
水
道
工
事
も
本
年
度
で
予
定
の

工
事
を
全
部
終
了
で
き
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。
工
事
費
総
額
は
約
七
億
二

千
万
円
で
工
事
完
了
後
の
水
道
普
及
率

は
町
全
体
の
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
今
後
も
水
源
調
査
を
す
y
め

る
一
方
、
町
民
の
皆
様
方
か
ら
も
水
源

探
し
に
ご
協
力
を
願
い
、
水
源
の
見
つ

か
り
次
第
水
道
の
建
設
を
す
＼
め
て
行

く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

出
稼
援
護
関
係

　
松
代
町
の
出
稼
者
は
毎
年
約
一
、
二

〇
〇
人
で
、
こ
れ
に
よ
る
収
入
は
、
基

幹
産
業
で
あ
る
米
の
売
渡
し
金
額
を
上

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
失
業
給
付

生
　
修

金
の
受
給
が
あ
り
、
農
家
経
済
を
う
る

ほ
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
健
全
で
明
る
い
出
稼
継

続
の
た
め
、
出
稼
先
と
故
郷
、
留
守
家

族
と
の
連
絡
を
緊
密
に
す
る
諸
施
策
を

実
施
し
ま
す
。

出
稼
相
談
指
導
員

　
公
共
職
業
安
定
所
等
関
係
機
関
と
の

密
接
な
連
け
い
の
も
と
に
、
出
稼
者
の

就
労
動
向
の
把
握
、
求
人
状
況
の
提
供

　
　
　
　
　
　
　
箏

等
の
業
務
を
行
な
う
た
め
、
出
稼
相
談

員
の
設
置
を
継
続
し
ま
す
。

安
全
就
労
集
会

　
就
労
前
に
出
稼
者
に
就
労
先
の
労
働

事
情
、
就
労
に
当
っ
て
の
留
意
事
項
等

の
指
導
を
行
な
い
、
安
全
就
労
を
は
か

る
た
め
の
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
留
守
家
族
懇
談
会

　
出
稼
者
の
留
守
家
族
の
方
々
か
ら
集

っ
て
も
ら
い
、
出
稼
者
の
就
労
状
況
の

報
告
、
就
労
先
へ
の
連
絡
、
就
労
中
の

問
題
等
に
つ
い
て
懇
談
す
る
た
め
、
留

守
家
族
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
正
月
帰
省
バ
ス
運
行

　
家
族
そ
ろ
っ
て
一
家
団
ら
ん
、
楽
し

い
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
今

年
も
帰
省
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
新
聞
の
配
付

　
出
稼
者
に
地
域
社
会
の
状
況
を
伝
え

安
定
し
た
明
る
い
就
労
を
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
地
方
新
聞
「
新
潟
日
報
」
・

「
公
報
ま
つ
だ
い
」
を
出
稼
先
へ
送
付

い
た
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
打
△
思
質

　
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
出
稼

者
の
就
労
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に

就
労
問
題
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
な
う
た
め
出
稼
先
で
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
打
合
会
を
開
催
し
ま
す
。

就
労
先
懇
談
会

　
就
労
期
間
中
の
出
稼
者
と
就
労
問
題

等
に
つ
い
て
、
情
報
、
意
見
等
を
交
換

す
る
と
と
も
に
、
懇
談
を
行
な
う
た
め

就
労
先
で
出
稼
者
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

児
童
手
当

（2）

　
児
童
手
当
は
、
次
の
よ
う
な
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
で
、
未
請
求
の

方
は
、
役
場
の
社
会
福
祉
係
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

児
童
手
当
の
受
給
資
格

　
児
童
手
当
は
、
日
本
人
で
国
内
に
住

所
が
あ
り
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ

て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
、
　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

　
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人

　
以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（

　
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
）

　
で
あ
る
こ
と
。

二
、
　
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
一
定
額

　
（
た
と
え
ば
、
給
与
所
得
者
に
つ
い

　
て
は
、
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
四
六

　
四
万
五
千
円
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

支
　
給
　
額

　
児
童
手
当
の
額
は
、
三
人
以
上
の
児

童
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
、
三
人

目
以
降
で
あ
る
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
一
人
に
つ
き
、
月
額
五
千
円
で
す
。

　
提
出
ず
み
で
す
か
？

　
　
　
　
　
児
童
手
当
現
況
届

　
児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六

月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
役
場
に
提
出

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

の
状
況
、
養
育
の
状
況
な
ど
を
毎
年
六

月
一
日
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、
引

続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月

分
以
後
の
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

松
代
町
簡
易
水
道
の

　
　
　
給
水
工
事
は

　
　
　
　
指
定
店
以
外
は
で
き
ま
せ
ん

　
家
屋
の
新
築
等
に
よ
る
水
道
の
新
設

工
事
、
家
屋
の
増
改
築
等
に
よ
る
蛇
口

の
増
設
等
の
工
事
、
そ
の
他
松
代
町
の

簡
易
水
道
の
給
水
工
事
は
、
水
道
条
例

及
び
給
水
工
事
指
定
工
事
人
規
則
の
定

あ
る
と
こ
ろ
に
よ
（
次
頁
下
段
へ
続
く
）
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑪

出
稼
者
検
診

　
　
　
　
循
環
器
検
診
を
受
け
よ
う

　
成
人
病
の
死
亡
順
位
を
み
て
み
る
と

脳
卒
中
は
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
第
一

位
を
、
ガ
ン
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
第

二
位
を
、
心
臓
病
は
昭
和
三
十
五
年
か

ら
第
三
位
を
し
め
、
以
来
昭
和
五
十
年

に
至
る
ま
で
変
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
松
代
町
で
も
昭
和
五
十
年
の
死
亡
原

因
別
で
は
、
　
一
位
か
ら
三
位
ま
で
を
脳

卒
中
、
心
臓
病
、
ガ
ン
で
し
め
、
全
体

の
六
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
成
人
病
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
平
均
寿
命
が
延
長
し
、
高
齢
者

が
増
加
す
る
に
従
い
、
成
人
病
は
更
に

増
加
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
け
れ
ど
も
成
人
病
の
種
類
、
程
度
に

よ
っ
て
は
、
適
切
な
予
防
対
策
を
施
し

て
お
け
ば
治
り
、
ま
た
治
り
や
す
く
、

少
く
と
も
進
行
を
抑
制
す
る
事
が
出
来

ま
す
。

　
例
え
ば
、
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
や
高

血
圧
が
あ
っ
て
も
適
当
に
医
師
の
管
理

指
導
を
行
え
ば
健
康
人
と
同
様
に
積
極

的
活
動
も
可
能
で
す
。

　
あ
な
た
は

　
　
　
健
康
で
し
よ
う
か
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
一
見
健
康
そ
う
に
み
え
て
、
仕
事
も

普
通
に
し
て
い
る
人
で
も
、
検
査
を
し

て
み
る
と
、
思
わ
ぬ
欠
陥
や
病
気
が
発

見
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
将
来
そ
の
人
の
生
命
を
お
び
や
か
す

可
能
性
の
あ
る
異
状
が
発
見
さ
れ
た
場

合
、
例
え
ば
、
治
療
を
要
す
る
高
血
圧

糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
消
化
器
病
な
ど
ど

れ
か
一
つ
で
も
あ
る
場
合
を
非
健
康
者

と
す
る
と
、
四
十
歳
代
前
後
か
ら
、
加

齢
と
共
に
急
速
に
非
健
康
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
健
康
で
あ
っ
て
も
、
中
年
に

な
れ
ば
毎
年
、
少
く
と
も
一
回
は
必
ず

検
診
を
受
け
て
自
分
の
健
康
を
た
し
か

め
て
下
さ
い
。

　
今
年
も
次
の
と
お
り
検
診
が
あ
り
ま

す
か
ら
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

　
出
稼
者
検
診

対
象
　
出
稼
者
全
員

期
日
　
七
月
五
日
㈲
か
ら
九
日
樹
ま
で

　
　
　
の
五
日
間

””IIll””II”””1”1川”川”1”””II

場
所
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
一
次
i
問
診
　
検
尿
　
血
圧
測
定

　
　
二
次
－
心
電
図
　
眼
底
　
計
測

、
循
環
器
検
診

対
象

期
日

場
所

内
容
一
次
1
問
診

　
検
診
結
果
が
判
明
次
第
、

事
後
指
導
会
、

て
い
る
者
に
対
し
糖
尿
病
教
室
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
四
十
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で

　
（
出
稼
者
を
除
く
）

　
七
月
二
十
八
日
㈱
か
ら
三
十
一

　
日
出
ま
で
の
四
日
間

　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
検
尿
　
計
測
　
血

　
　
　
圧
測
定

　
　
　
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　
　
　
中
性
脂
肪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
状
者
の

　
　
　
　
又
検
尿
で
糖
が
多
く
出

二
次
－
心
電
図
　
眼
底
　
血
液
検

戸
籍
の
窓
口
か
ら

五
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
え
敷
園

お
め
で
ζ
つ
◎
衡

武
田
繁
・
池
田
サ
チ
子
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
自
転
車

井
上
健
一
・
井
上
淳
子
　
寺
田
　
板
屋

関
谷
五
男
・
柳
順
子
孟
地
油
屋

小
堺
義
春
・
市
川
き
み
え
　
儀
明
平
兵
衛

牧
野
紅
三
・
関
谷
恵
子
　
松
代
　
平
田
屋

柳
　
満
・
倉
田
美
智
子
　
松
代
　
柳
屋

萬
羽
和
雄
・
小
堺
て
る
こ
　
会
沢
　
石
原

小
笠
原
武
・
山
ロ
ヨ
シ
ミ
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
沢
入
住
宅

小
林
二
一
・
井
上
美
奈
子
　
莇
平
よ
ぜ
ん

柳
栄
次
・
高
橋
美
代
子
　
小
貫
　
陰
居

中
村
久
和
・
中
村
佐
和
子
　
田
代
　
久
保

高
橋
芳
雄
・
若
月
啓
子
　
池
之
畑
山
口
屋

小
野
塚
準
二
・
嶋
田
ナ
ミ
子
　
千
年
山
本
屋

関
谷
英
治
・
穴
沢
ユ
リ
子
　
松
代
　
源
八

襲
巽
・
騒

　
　
　
父
洋
一

山
岸
利
美
　
　
　
長
女
　
蒲
生
長
兵
衛

　
　
　
　
母
由
子

　
　
　
　
父
吉
郎

山
本
夕
介
　
　
　
三
男
　
犬
伏
半
兵
衛

　
　
　
　
母
純
江

り
、
松
代
町
が
行
な
う
試
験
に
合
格
し
、

工
事
人
に
指
定
さ
れ
た
者
以
外
は
、
一

切
工
事
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
ご
注
意
下
さ
い
。

　
湯
わ
か
し
器
、
温
水
器
等

を
町
の
水
道
に
接
続
す
る
場
合
の
工
事

も
特
定
工
事
人
以
外
は
で
き
ま
せ
ん
か

ら
特
に
ご
注
意
下
さ
い
。

　
松
代
町
簡
易
水
道
給
水
工
事
の
指
定

店
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小小関藤米南関米植
野堺谷巻持雲　持木
島　金喜
勝次八義文鋼正一
海悟郎郎一吉一輝義

松蒲松松室室室室松
代生代代野野野野代

植
木
鉄
工
所

三
六
商
店

関
商
店

室
野
建
設

建
築
ぎ
ぜ
ん

藤
屋
金
物
店

前
田
屋
金
物
店

増
村
屋
商
店

小
野
島
電
気
店

ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ

　
　
　
　
父
哲
夫

相
沢
賢
明
　
　
　
長
男
　
松
代
友
左
工
門

　
　
　
　
母
弓
子

　
　
　
　
父
伸
幸

本
山
英
人
　
　
　
長
男
　
松
代
県
営
住
宅

　
　
　
　
母
則

　
　
　
　
　
父
澄

小
堺
す
み
子
母
幸
子
二
女
　
蓬
平
勘
念
、

若
井
哲
男
父
東
治
二
男
　
蓬
－
平
　
横
道

　
　
　
　
母
博
子

　
　
　
　
父
栄
一
　
　
　
　
松
代

関
谷
昌
美
　
　
　
　
二
女

　
　
　
　
母
ミ
チ
子
　
　
　
三
郎
左
工
門

　
　
　
　
父
直
文

桜
沢
　
薫
　
　
　
長
女
松
代
宮
沢
入
住
宅

　
　
　
　
母
幸
枝

樋
口
隆
夫
父
一
二
長
男
　
松
代
　
卯
八

　
　
　
　
母
富
子

　
　
　
　
父
純
｝

小
堺
友
紀
母
宮
子
二
男
　
蓬
平
五
左
工
門

　
　
　
　
父
進

山
岸
康
子
　
　
　
　
長
女
　
蒲
生
善
四
郎

　
　
　
　
母
喜
美
江

米牧西室柳若室山石　　（お
持田潟岡井岡賀田　死く
＿　　　　　　勝　　亡や

難禦郵重綴）み

禦欝轄桑
室峠福蒲孟蓬仙小苧
野　島生地平納荒島
　大　　　　岩戸
新黒が新仲利ダ　新
宅屋ま宅島八タ川宅
　　だ　　　ラ向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
）
1
6
6
0

こ
在
↑
σ
↑
仕

　
現
2
8
6
4

う
日
　
6
1
6
8

　
　
　
0
ρ
ρ
ρ

の
1
2
4
4
8

　
月

ロ
6
数
男
女
計

　
（
帯
口

人
　
世
人

Q
》
　
1
　
0

　
4
　
5

亡
出
計

死
転
減

－
　
Q
ゾ
　
0

1
　
Q
り
　
【
0

生
入
計

出
転
増

（31



　みんなで参加しよう

県民スポーツ松代大会は6月27目です

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
設
定
の
趣
旨
に
基
い
て
、
地
域
ス
ポ
喜
ツ
の
振
興

と
関
心
を
高
め
、
体
力
の
増
強
と
明
朗
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

六
月
県
下
一
斉
に
行
な
わ
れ
て
い
る
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
一
環
「
松
代

大
会
」
が
今
年
は
六
月
二
十
七
日
（
日
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
大
会
種
目
◆

◎
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
人
制

会
場
　
松
代
高
校
・
松

　
　
　
代
小
学
校

◎
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
人
制

会
場
　
松
代
中
学
校

◎
男
子
卓
球
　
一
チ
ー
ム
五
名

（
中
学
・
高
校
・
一
般
）

会
場
　
松
代
中
学
校

◎
女
子
卓
球
　
　
一
チ
ー
ム
五
名

（
中
学
・
高
校
・
一
般
）

会
場
　
松
代
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

◎
婦
人
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
紹
介

・
（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
利
用
し
て
の
五
人
制

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
　
◆
大
会
目
程
◆

△
開
会
式
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
中
学
校

△
競
技
開
始
　
午
前
九
時
三
〇
分

△
閉
会
式
　
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
高
校

嵐
、
　
　
　
り

穂薫
■
↑
、

値

支
芸
翼

し
ぶ
み
句
報

　
　
1
　
　
　
　
　
　
9

　
　
5
．
4
．
2

　
　
　
　
　
兎
　
日
　
吟
　
行

一
山
は
緑
濃
く
せ
る
ブ
ナ
林
　
悠
歩

雲
海
荘
柵
田
の
果
の
若
葉
中

新
緑
を
う
つ
し
て
池
の
水
溢
る

ブ
ナ
芽
吹
く
兎
口
と
い
う
山
湯
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
花

米
山
も
黒
姫
も
暮
れ
蛙
鳴
く

種
鯉
の
冬
囲
い
末
だ
解
か
ず
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

山
の
温
泉
へ
木
々
の
芽
吹
き
に
迎
え

・
り
る

雪
解
水
あ
ふ
れ
蛇
か
ご
を
吹
出
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
明

う
れ
し
さ
は
柵
盆
栽
の
芽
吹
き
か
な

山
鳩
を
近
か
く
に
聞
き
て
肥
配
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

暮
れ
な
ず
み
保
温
苗
代
紙
の
白
枯
水

来
て
見
れ
ば
雪
消
え
て
牡
丹
芽
ぐ
め

を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

若
手
ゐ
ず
又
老
い
し
母
種
を
ま
く
貞
水

雪
が
こ
い
取
ら
ざ
る
ま
、
に
新
芽
吹

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

桜
散
り
入
学
生
の
板
に
つ
き
　
八
千
代

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ
◇

　
主
婦
、
親
子
、
職
場
の
方
、
小
中
学

　
生
を
対
象
と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

　
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
気
軽
に
ど
な

　
た
で
も
参
加
し
て
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

日
時

※場
　所

※

　
毎
週
火
曜
日

　
午
后
七
時
半
～
九
時
半
ま
で

　
松
代
小
学
校

ラ
ケ
ッ
ト
等
は
協
会
の
方
で
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
運
動
靴

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

各
部
落
の
婦
人
会
で
希
望
者
が

あ
り
ま
し
た
ら
こ
ち
ら
か
ら
出

向
き
ま
す
の
で
町
役
場
教
育
委

員
会
米
持
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
　
開
設
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
よ
う
に
特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
又
は
法
律
上
ど
う
な
る
の
か
わ
か

ら
な
い
為
困
っ
て
い
る
、
或
は
自
分
の

人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
（
例
え
ば
老
人
虐
待
、
酷
使
、
村

八
分
、
名
誉
信
用
の
侵
害
、
等
…
…
Y
こ

思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽

に
お
い
で
下
さ
い
ρ
相
談
は
無
料
で
秘

密
を
守
り
ま
す
。

　
　
　
　
記

日
時
　
昭
和
五
十
一
年
七
月
廿
七
日
午

　
　
　
前
十
時
ー
午
后
三
時

（4）

場
所
　
松
之
山
公
会
堂

主
催
　
新
潟
法
務
局
上
越
支
局

（
付
記
）

　
な
お
、
町
の
人
権
相
談
委
員
は
い
つ

で
も
自
宅
で
御
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

か
ら
気
楽
に
委
員
宅
へ
お
い
で
下
さ
い
。

昼
で
も
夜
で
も
結
構
で
す
。

　
松
代
町
人
権
擁
護
委
員

　
　
松
代
町
大
字
松
代

　
　
　
　
少
林
寺
内
　
　
佐
藤
秀
雄

行
政
相
談
に
つ
い
て

　
私
た
ち
は
国
・
県
等
の
行
政
上
、
直

接
ま
た
間
接
に
迷
惑
を
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
、
い
た
づ
ら
に
泣
き

寝
入
り
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、

行
政
管
理
庁
で
は
全
国
各
県
に
行
政
監

察
局
を
置
き
、
そ
の
下
に
各
市
町
村
に

一
名
以
上
の
行
政
相
談
委
員
を
任
命
し

て
苦
情
の
解
決
に
当
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
左
記
の
と
お
り
任
命
さ

れ
て
お
り
、
毎
月
一
五
日
は
定
例
相
談

日
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
に
こ
だ

わ
ら
ず
自
宅
で
い
つ
で
も
受
付
け
て
い

ま
す
か
ら
、
苦
情
の
あ
る
方
は
昼
夜
を

問
わ
ず
い
つ
で
も
お
い
で
下
さ
い
。

〃
二
緒
に

　
　
解
決
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
〃

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
か
ら

安
心
で
す
。

　
松
代
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
佐
　
　
藤
　
　
秀
　
　
雄

　
（
松
代
町
大
字
松
代
　
少
林
寺
内
）

　
「
お
す
み
で
し
よ
う
か
ー
」

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品

　
　
－
引
換
え
は
七
月
十
九
日
ま
で
ー

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
引

換
え
は
、
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

　
お
手
元
の
年
賀
は
が
き
を
、
も
う
一

度
お
調
べ
に
な
っ
て
早
め
に
引
換
え
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
せ
ん
し
た
は
が
き
は
、
切

り
は
な
さ
ず
に
、
郵
便
局
へ
御
持
参
く

だ
さ
い
。

”
郵
便
受
箱
を
取
り
つ
け
て
“

　
郵
便
受
箱
を
取
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

郵
便
物
の
保
護
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す

一
戸
に
一
個
赤
い
受
箱
を
つ
け
ま
し
よ

う
。
御
入
用
の
方
は
、
郵
便
局
へ
連
絡

し
て
下
さ
い
。


